
デジタル競争力とは
9月29日付日経新聞、「デジタル競争力、最低29位」という記事。スイスのビ

ジネススクールIMDが発表した「2022年世界デジタル競争力ランキング」で、

日本は63の国・地域のうち29位。ランキングは毎年、各国の統計データや経

営者・管理職への聞き取り調査を通じて公表される。全体順位は「知識」「技

術」「将来の準備」の各順位を総合して決める。

（下記データはIMDのHPより引用）

2022 総合知識 技術 将来の準備俊敏性 ビッグデータ活用 デジタルスキル 国際経験 E-Government

日本 29 28 30 28 63 63 62 63 14

韓国 08 16 13 02 16 34 46 59 02

台湾 11 18 06 08 03 02 33 27 ‐

中国 17 17 18 15 22 05 12 47 40

デンマーク 01 06 07 01 01 06 05 11 01

17年の調査開始以降で日本は最低。「知識」における人材不足、デジタル

スキル、国際経験の少なさ。「将来の準備」ではビジネスのスピード感（俊敏

性）とビッグデータの分析・活用がともに63位と最下位。

全体8位の韓国、11位の台湾は、「将来の準備」で高く評価されている。韓

国はE-Government、台湾はビッグデータ分析・活用とビジネスにおける俊敏

性、中国はビッグデータ分析・活用、デジタルスキルで高評価。

日本も細かく見ていくと良いところも見つかる。ロボットの教育・開発では4位、

世界におけるロボットの販売では2位。ワイヤレス通信技術2位。ソフト違法コ

ピー防止2位。日本の強みはそのまま伸ばしていってほしい。

でも気になるのが、ビジネスの俊敏性＝Business agility（ビジネス・アジリ

ティ）。ビジネスの環境変化に機敏に対応する能力のこと。企業が生き残って

いくには当たり前のこと。ことデジタルに関しては、日本は遅いのか。確かに

ついていくのが精いっぱい。最近Zoomでブレイクアウトルームを知った。若

い人にどんどん教えてもらうしかない。そして若い人にチャンスが来た。
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最近ニュースを賑わせているのは「かっぱ寿司」社長の逮捕。

日経新聞の記事によると、回転ずし店「かっぱ寿司」を運営するカッ
パ・クリエイト社長が、不正競争防止法違反の疑いで警視庁に逮捕された。

転職前の「はま寿司」の仕入れ情報を不正に持ち出した疑い。企業が秘
密として管理する技術、営業の情報は「営業秘密」と呼ばれている。

持ち出して罪を問われるのは、①秘密として管理されている。②事業な
どに有用。③公然と知られていない。この3要件を満たすこと。

漏洩対策として、従業員と秘密保持契約を結んでいる企業は56％。37％
がまだ締結していない。

大企業は整備されつつある。一方、中小企業は？

全く、出来ていないのが現状では。

私の場合、コンサルティング会社を退社して、独立起業。既存顧客はコ
ンサルティング会社に置いてきた。スキル・ノウハウは頭の中や体に染み
ついている。あとは名刺だけ。この名刺が当時は財産だった。

一寒一暑（いっかんいっしょ）

これを鼓（こ）するに雷霆（らいてい）をもってし、

これを潤すにもってし、日月運行して一寒一暑あり。

「雷霆（らいてい）」は雷と稲妻。物事は春雷が響き渡るように奮い動いて、
人々を鼓舞し、志を目覚めさせ、風雨が地を潤すように人を成長させる。

易は変化を尊ぶ。太陽と月は一時も止まらず、一時は寒くなり、一時は暑く
なり、春夏秋冬は巡る。

人も物事もこれと同じく、激動、潤沢、衰退などの変化があり、成長するの
である。

「易経一日一言」（致知出版/竹村亜希子）より

●「戦略社長塾東京」小岩校 毎週日曜日・水曜日 午前10時～12時

●「戦略社長塾東京」銀座校、武蔵村山校、豊岡校 開講中。
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